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ュ
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第第
7474
回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会

回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会

鮫
島
輝

鮫
島
輝
（
日
本
大
学
）

（
日
本
大
学
）
が
初
優
勝

が
初
優
勝

大
学
１
年
生
で
全
日
本
制
覇

大
学
１
年
生
で
全
日
本
制
覇

　

第
74
回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会（
主
催
＝
日
本
相
撲
連
盟
）

が
昨
年
11
月
30
日
、両
国
国
技
館
（
東
京
都
墨
田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
鮫
島
輝
（
日
本
大
学
１
年
）
と
大
森
康
弘
（
金
沢
学
院
大

学
４
年
）
が
争
い
、
鮫
島
が
寄
り
倒
し
で
勝
利
し
た
。

※
詳
細
は
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
184
ペ
ー
ジ
〜
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



▼決勝　鮫島（右）対大森
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第
74
回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
日
本
相
撲
連
盟
）
が
昨
年
11
月

30
日
、
両
国
国
技
館
（
東
京
都
墨
田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
集
っ

た
80
名
の
選
手
が
参
加
し
、
予
選
リ
ー
グ
か
ら
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

決
勝
は
、
い
ず
れ
も
初
の
決
勝
進
出
と
な
っ
た
鮫
島
輝
（
日
本
大
学
１
年
）
と
大
森

康
弘
（
金
沢
学
院
大
学
４
年
）
が
対
戦
。
鮫
島
が
寄
り
倒
し
で
大
森
を
下
し
、
優
勝
に

輝
い
た
。な
お
、大
学
１
年
生
で
の
優
勝
は
第
69
回
大
会
の
花
田
秀
虎（
日
本
体
育
大
学
）

以
来
５
年
ぶ
り
３
人
目
。

第
74
回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会

　

本
大
会
の
出
場
者
は
、
日
本
相
撲
連
盟

　

本
大
会
の
出
場
者
は
、
日
本
相
撲
連
盟

が
定
め
る
「
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会　

が
定
め
る
「
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会　

出
場
選
手
選
考
基
準
」
に
基
づ
い
て
選
出

出
場
選
手
選
考
基
準
」
に
基
づ
い
て
選
出

さ
れ
る
。
社
会
人
・
大
学
生
は
、
年
間
の

さ
れ
る
。
社
会
人
・
大
学
生
は
、
年
間
の

各
種
大
会
成
績
を
得
点
化
し
、
そ
の
成
績

各
種
大
会
成
績
を
得
点
化
し
、
そ
の
成
績

上
位
者
が
選
ば
れ
、高
校
生
・
中
学
生
は
、

上
位
者
が
選
ば
れ
、高
校
生
・
中
学
生
は
、

年
間
の
競
技
成
績
が
極
め
て
優
秀
で
競
技

年
間
の
競
技
成
績
が
極
め
て
優
秀
で
競
技

委
員
会
が
推
薦
し
た
者
が
選
ば
れ
る
。
前

委
員
会
が
推
薦
し
た
者
が
選
ば
れ
る
。
前

回
大
会
の
出
場
者

回
大
会
の
出
場
者
6868
名
に
比
べ
て
、
今
大

名
に
比
べ
て
、
今
大

会
の
出
場
者
は

会
の
出
場
者
は
8080
名
。
年
間
を
通
し
て
高

名
。
年
間
を
通
し
て
高

得
点
の
選
手
が
多
く
、
出
場
枠
拡
大
に
つ

得
点
の
選
手
が
多
く
、
出
場
枠
拡
大
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
大
会
２
連
覇
中
だ
っ
た
池
田
俊
（
ソ

　

本
大
会
２
連
覇
中
だ
っ
た
池
田
俊
（
ソ

デ
ィ
ッ
ク
）
が
、
左
腕
の

デ
ィ
ッ
ク
）
が
、
左
腕
の
怪怪けけ

我我がが

の
た
め
棄

の
た
め
棄

権
。
そ
の
他
、
第

権
。
そ
の
他
、
第
6666
回
大
会
優
勝
の
西
郷

回
大
会
優
勝
の
西
郷

智
博
（
鳥
取
県
庁
）
や
世
界
選
手
権
大
会

智
博
（
鳥
取
県
庁
）
や
世
界
選
手
権
大
会

重
量
級
優
勝
経
験
の
あ
る
竹
内
宏
晟
（
三

重
量
級
優
勝
経
験
の
あ
る
竹
内
宏
晟
（
三

重
県
）
ら
の
実
力
者
が
予
選
リ
ー
グ
で
姿

重
県
）
ら
の
実
力
者
が
予
選
リ
ー
グ
で
姿

を
消
し
た
。

を
消
し
た
。

　

激
戦
の
末
、
鮫
島
輝
、
大
森
康
弘
、
三

　

激
戦
の
末
、
鮫
島
輝
、
大
森
康
弘
、
三

輪
隼
斗
（
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）、
バ
ッ
ト
ヤ
ッ

輪
隼
斗
（
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）、
バ
ッ
ト
ヤ
ッ

グ
・
バ
ヤ
ル
ボ
ル
ド
（
日
本
体
育
大
学
２

グ
・
バ
ヤ
ル
ボ
ル
ド
（
日
本
体
育
大
学
２

年
）
の
４
名
が
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

年
）
の
４
名
が
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

◇◇

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
大
森
と
三
輪
が
対

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
大
森
と
三
輪
が
対

戦
。
両
者
と
も
石
川
県
穴
水
町
出
身
で
あ

戦
。
両
者
と
も
石
川
県
穴
水
町
出
身
で
あ

鮫
島
輝

鮫
島
輝（
日
本
大
学
）

（
日
本
大
学
）
が
初
出
場
で
優
勝

が
初
出
場
で
優
勝

◉
優
勝
　
鮫
島
　
輝

◉
優
勝
　
鮫
島
　
輝
（
さ
め
じ
ま
・
ひ
か
る
）

（
さ
め
じ
ま
・
ひ
か
る
）

所
属
・
学
年
：
日
本
大
学
・
１
年
／
身
長
・
体
重
：

所
属
・
学
年
：
日
本
大
学
・
１
年
／
身
長
・
体
重
：
185185
㎝
・
㎝
・
160160
㎏
／
段
位
：
参
段
／
出
身
高
校
：

㎏
／
段
位
：
参
段
／
出
身
高
校
：

埼
玉
栄
高
等
学
校
／
競
技
成
績
：
第

埼
玉
栄
高
等
学
校
／
競
技
成
績
：
第
5050
回
全
国
学
生
相
撲
個
人
体
重
別
選
手
権
大
会

回
全
国
学
生
相
撲
個
人
体
重
別
選
手
権
大
会
135135
㎏
以
上

㎏
以
上

級
第
３
位
、
第

級
第
３
位
、
第
6464
回
全
国
大
学
選
抜
相
撲
宇
佐
大
会
ベ
ス
ト
８

回
全
国
大
学
選
抜
相
撲
宇
佐
大
会
ベ
ス
ト
８
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り
、
一
昨
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
佐

り
、
一
昨
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
佐

賀
県
）
で
は
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
し
て
戦

賀
県
）
で
は
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
し
て
戦

い
、
団
体
の
部
で
優
勝
し
て
い
る
。
普
段

い
、
団
体
の
部
で
優
勝
し
て
い
る
。
普
段

か
ら
稽
古
を
共
に
す
る
先
輩
後
輩
の
対
決

か
ら
稽
古
を
共
に
す
る
先
輩
後
輩
の
対
決

は
、
三
輪
が
立
ち
合
い
か
ら
激
し
く
攻
め

は
、
三
輪
が
立
ち
合
い
か
ら
激
し
く
攻
め

る
も
、
大
森
が
体
を
左
に
さ
ば
い
て
う
ま

る
も
、
大
森
が
体
を
左
に
さ
ば
い
て
う
ま

く
い
な
す
。
最
後
は
大
森
が
三
輪
を
突
き

く
い
な
す
。
最
後
は
大
森
が
三
輪
を
突
き

出
し
て
勝
利
し
た
。

出
し
て
勝
利
し
た
。

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
鮫
島
と
バ
ヤ
ル
ボ

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
鮫
島
と
バ
ヤ
ル
ボ

ル
ド
が
対
戦
。
初
出
場
な
が
ら
準
決
勝
ま

ル
ド
が
対
戦
。
初
出
場
な
が
ら
準
決
勝
ま

で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
鮫
島
と
、
前
回
大

で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
鮫
島
と
、
前
回
大

会
で
３
位
に
入
賞
し
て
い
る
バ
ヤ
ル
ボ
ル

会
で
３
位
に
入
賞
し
て
い
る
バ
ヤ
ル
ボ
ル

ド
の
試
合
は
、
立
ち
合
い
か
ら
バ
ヤ
ル
ボ

ド
の
試
合
は
、
立
ち
合
い
か
ら
バ
ヤ
ル
ボ

ル
ド
が
勢
い
の
あ
る
攻
め
で
鮫
島
を
一
気

ル
ド
が
勢
い
の
あ
る
攻
め
で
鮫
島
を
一
気

に
土
俵
際
ま
で
追
い
込
む
。
後
が
な
い
鮫

に
土
俵
際
ま
で
追
い
込
む
。
後
が
な
い
鮫

島
だ
っ
た
が
、
勢
い
を
利
用
し
た

島
だ
っ
た
が
、
勢
い
を
利
用
し
た
叩叩は
た
は
た

き
込
き
込

み
で
勝
利
し
、
決
勝
へ
進
ん
だ
。

み
で
勝
利
し
、
決
勝
へ
進
ん
だ
。

◇◇

　

決
勝
は
と
も
に
初
優
勝
が
か
か
る
鮫
島

　

決
勝
は
と
も
に
初
優
勝
が
か
か
る
鮫
島

と
大
森
の
対
戦
。
身
長

と
大
森
の
対
戦
。
身
長
185185
㎝
と
大
柄
な
両

㎝
と
大
柄
な
両

選
手
が
相
ま
み
え
る
。
立
ち
合
い
で
激
し

選
手
が
相
ま
み
え
る
。
立
ち
合
い
で
激
し

く
当
た
っ
た
両
者
だ
が
、
鮫
島
が
も
ろ
差

く
当
た
っ
た
両
者
だ
が
、
鮫
島
が
も
ろ
差

し
と
な
り
、
一
気
に
大
森
を
土
俵
際
に
追

し
と
な
り
、
一
気
に
大
森
を
土
俵
際
に
追

い
や
る
。
最
後
は
鮫
島
が
寄
り
倒
し
で
勝

い
や
る
。
最
後
は
鮫
島
が
寄
り
倒
し
で
勝

利
。
鮫
島
は
初
優
勝
を
果
た
し
、
土
俵
上

利
。
鮫
島
は
初
優
勝
を
果
た
し
、
土
俵
上

で
涙
を

で
涙
を
滲滲に
じ
に
じ

ま
せ
喜
び
を

ま
せ
喜
び
を
噛噛かか

み
締
め
た
。

み
締
め
た
。

決
勝

鮫
島
　
輝
　
○
（
寄
り
倒
し
）　
大
森
康
弘

　

鮫
島
が
立
ち
合
い
か
ら
も
ろ
差
し
に
な
る
と
、
大
森
に
廻
し
を

取
る
隙
を
与
え
ず
前
に
出
る
。
最
後
は
体
ご
と
被
せ
る
よ
う
に
鮫

島
が
寄
り
倒
し
、
優
勝
を
決
め
た
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準
決
勝
①

準
決
勝
②

大
森
康
弘
　
○
（
突
き
出
し
）　
三
輪
隼
斗

　

ベ
テ
ラ
ン
三
輪（
左
）の
立
ち
合
い
か
ら
の
攻
め
に
対
し
て
、

大
森
が
上
か
ら
抑
え
て
い
な
し
、
突
き
出
し
で
勝
利
し
た

鮫
島
　
輝
　
○
（
叩
き
込
み
）　
バ
ヤ
ル
ボ
ル
ド

　

立
ち
合
い
か
ら
バ
ヤ
ル
ボ
ル
ド（
左
）が
激
し
く
攻
め
る
が
、

体
格
で
上
回
る
鮫
島
が
叩
き
込
ん
で
勝
利
し
た
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■
大
会
結
果

◉
優　

勝
＝

　

鮫
島　
　

輝
（
日
本
大
学
１
年
）

◎
準
優
勝
＝

　

大
森　

康
弘
（
金
沢
学
院
大
学
４
年
）

○
３　

位
＝

　

三
輪　

隼
斗
（
ソ
デ
ィ
ッ
ク
）

　

バ
ッ
ト
ヤ
ッ
グ
・
バ
ヤ
ル
ボ
ル
ド

　

田
畑
奨
治
郎
（
日
本
体
育
大
学
２
年
）

▽
敢
闘
賞
＝

　
バ
ヤ
ス
ガ
ラ
ン
ム
ン
フ
・
ム
ン
フ
ビ
ル
グ
ー
ン

　

田
畑
奨
治
郎
（
日
本
大
学
１
年
）

　

木
下　

優
希
（
東
京
農
業
大
学
４
年
）

　

田
畑
奨
治
郎
（
岐
阜
県
）

　

篠　
　

侑
磨
（
金
沢
学
院
大
学
３
年
）

■
大
会
結
果

（
小
学
４
年
生
以
下
の
部
）

◉
優　

勝
＝
青
柳　

由
介
（
東
京
都
大
田
区
）

◎
準
優
勝
＝
平　
　

大
恋
（
東
京
都
台
東
区
）

○
３　

位
＝
髙
本　

雄
大
（
宮
崎
県
延
岡
市
）

　
　
　
　
　

重
松　

優
佐
（
佐
賀
県
武
雄
市
）

（
小
学
５
年
生
の
部
）

◉
優　

勝
＝
本
間　

恒
亮
（
石
川
県
津
幡
町
）

◎
準
優
勝
＝
高
森　

心
也
（
富
山
県
高
岡
市
）

○
３　

位
＝
中
村　

陽
翔
（
青
森
県
五
所
川
原
市
）

　
　
　
　
　

渡
邉　

日
翔
（
大
分
県
大
分
市
）

（
小
学
６
年
生
の
部
）

◉
優　

勝
＝
山
路　

弘
祐
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

◎
準
優
勝
＝
山
﨑　

聖
太
（
東
京
都
台
東
区
）

○
３　

位
＝
花
田　

春
東
（
青
森
県
弘
前
市
）

　
　
　
　
　

長
谷
川　

舜
（
青
森
県
つ
が
る
市
）

◉
小
学
生
力
士
が
国
技
館
で
熱
戦

◉
小
学
生
力
士
が
国
技
館
で
熱
戦

　

第
74
回
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
と
同

日
・
同
会
場
で
、
第
38
回
全
日
本
小
学
生

相
撲
優
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は

４
年
生
以
下
の
部
、
５
年
生
の
部
、
６
年

生
の
部
の
３
部
門
が
行
わ
れ
、
各
部
門
33

名
、
合
計
99
名
の
選
手
が
出
場
し
た
。６年生の部６年生の部

決勝　山路弘祐（右）対山﨑聖太決勝　山路弘祐（右）対山﨑聖太

　

中
学
・
高
校
時
代
と
、
あ
と
一
歩
の
と

　

中
学
・
高
校
時
代
と
、
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
個
人
タ
イ
ト
ル
を
逃
し
て
き
た
鮫

こ
ろ
で
個
人
タ
イ
ト
ル
を
逃
し
て
き
た
鮫

島
選
手
に
と
っ
て
念
願
の
優
勝
。
閉
会
式

島
選
手
に
と
っ
て
念
願
の
優
勝
。
閉
会
式

直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
鮫
島
選
手
が
率

直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
鮫
島
選
手
が
率

直
な
喜
び
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

直
な
喜
び
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

「
小
学
生
の
頃
か
ら
こ
の
大
会
を
見
て
い

「
小
学
生
の
頃
か
ら
こ
の
大
会
を
見
て
い

て
『
い
つ
か
自
分
も
こ
こ
で
優
勝
し
た

て
『
い
つ
か
自
分
も
こ
こ
で
優
勝
し
た

い
』
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か

い
』
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か

本
当
に
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

本
当
に
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
と
て
も

っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
で
す
。
今
年

し
い
で
す
。
今
年

も
個
人
の
成
績
が
伸
び
な
か
っ
た
中
、
最

も
個
人
の
成
績
が
伸
び
な
か
っ
た
中
、
最

後
に
こ
ん
な
大
き
な
大
会
で
力
を
出
せ
た

後
に
こ
ん
な
大
き
な
大
会
で
力
を
出
せ
た

こ
と
は
す
ご
く
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

こ
と
は
す
ご
く
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

　

大
森
選
手
と
の
決
勝
に
つ
い
て
は
、「
い

　

大
森
選
手
と
の
決
勝
に
つ
い
て
は
、「
い

ろ
い
ろ
な
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
な

ろ
い
ろ
な
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
な

の
で
、
と
に
か
く
思
い
切
り
や
ろ
う
と
思

の
で
、
と
に
か
く
思
い
切
り
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
、「
勝
つ

っ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
、「
勝
つ

つ
も
り
で
臨
ん
で
は
い
た
の
で
す
が
、
ま

つ
も
り
で
臨
ん
で
は
い
た
の
で
す
が
、
ま

さ
か
勝
て
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

さ
か
勝
て
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
述
べ
た
。

と
述
べ
た
。

◇◇

　

本
大
会
と
同
月
の
１
・
２
日
に
開
催
さ

　

本
大
会
と
同
月
の
１
・
２
日
に
開
催
さ

れ
た
第

れ
た
第
103103
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

（
大
阪
府
堺
市
）
の
団
体
戦
で
は
、
鮫
島

（
大
阪
府
堺
市
）
の
団
体
戦
で
は
、
鮫
島

選
手
は
１
年
生
な
が
ら
大
将
を
務
め
、
日

選
手
は
１
年
生
な
が
ら
大
将
を
務
め
、
日

本
大
学
３
年
ぶ
り
の
優
勝
に
貢
献
。
今
大

本
大
学
３
年
ぶ
り
の
優
勝
に
貢
献
。
今
大

会
ベ
ス
ト

会
ベ
ス
ト
1616
に
名
を
連
ね
た
西
出
大
毅
選

に
名
を
連
ね
た
西
出
大
毅
選

手
、
バ
ヤ
ス
ガ
ラ
ン
ム
ン
フ
・
ム
ン
フ
ビ

手
、
バ
ヤ
ス
ガ
ラ
ン
ム
ン
フ
・
ム
ン
フ
ビ

ル
グ
ー
ン
選
手
は
団
体
戦
を
と
も
に
戦
っ

ル
グ
ー
ン
選
手
は
団
体
戦
を
と
も
に
戦
っ

た
同
級
生
。
特
に
鮫
島
選
手
と
西
出
選
手

た
同
級
生
。
特
に
鮫
島
選
手
と
西
出
選
手

は
高
校
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
個
人
戦

は
高
校
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
個
人
戦

で
決
勝
を
争
っ
た
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。

で
決
勝
を
争
っ
た
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。

「
西
出
選
手
と
ム
ン
フ
ビ
ル
グ
ー
ン
選
手

「
西
出
選
手
と
ム
ン
フ
ビ
ル
グ
ー
ン
選
手

が
先
に
個
人
で
結
果
を
残
し
て
い
る
の
を

が
先
に
個
人
で
結
果
を
残
し
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
も
追
い
つ
け
る
よ
う
に
と
思

見
て
、
自
分
も
追
い
つ
け
る
よ
う
に
と
思

い
な
が
ら
稽
古
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
稽

い
な
が
ら
稽
古
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
稽

古
環
境
に
ラ
イ
バ
ル
の
西
出
選
手
が
い
る

古
環
境
に
ラ
イ
バ
ル
の
西
出
選
手
が
い
る

こ
と
は
本
当
に
刺
激
に
な
り
ま
す
し
、
最

こ
と
は
本
当
に
刺
激
に
な
り
ま
す
し
、
最

高
の
稽
古
相
手
で
す
。
ま
た
、
日
本
大
学

高
の
稽
古
相
手
で
す
。
ま
た
、
日
本
大
学

の
先
輩
方
も
皆
優
し
く
、
本
当
に
恵
ま
れ

の
先
輩
方
も
皆
優
し
く
、
本
当
に
恵
ま
れ

た
環
境
で
日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

た
環
境
で
日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

◉
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

鮫
島　

輝
選
手

◉
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

鮫
島　

輝
選
手

　

思
い
が
け
な
い
優
勝
、
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
力
に

　

思
い
が
け
な
い
優
勝
、
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
力
に

◇◇

　

大
学
１
年
生
に
し
て
華
々
し
い
結
果
を

　

大
学
１
年
生
に
し
て
華
々
し
い
結
果
を

残
し
た
鮫
島
選
手
に
、
今
後
の
展
望
に
つ

残
し
た
鮫
島
選
手
に
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

い
て
伺
っ
た
。

「
今
日
は
今
日
と
し
て
、
ま
た
明
日
か
ら

「
今
日
は
今
日
と
し
て
、
ま
た
明
日
か
ら

次
の
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

次
の
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
ま
た
全
国
で
団
体
優
勝
し

思
い
ま
す
。
ま
た
全
国
で
団
体
優
勝
し

て
、
個
人
も
い
け
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
た

て
、
個
人
も
い
け
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
た

い
で
す
」

い
で
す
」

　

角
界
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
は
、「
ま
だ

　

角
界
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
は
、「
ま
だ

あ
と
大
学
が
３
年
間
あ
る
の
で
、
し
っ
か

あ
と
大
学
が
３
年
間
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
過
ご
し
て
か
ら
考
え
ま
す
」と
述
べ
た
。

り
過
ご
し
て
か
ら
考
え
ま
す
」と
述
べ
た
。
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皇
后
盃
第

　

皇
后
盃
第
7070
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手

回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
・
第

権
大
会
・
第
2525
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た

回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た

選
手
権
大
会
が
昨
年

選
手
権
大
会
が
昨
年
1212
月
７
日
（
女
子
）

月
７
日
（
女
子
）

と
同
６
日
（
男
子
）、
東
京
都
足
立
区
の

と
同
６
日
（
男
子
）、
東
京
都
足
立
区
の

東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
全
国

東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
全
国

か
ら
女
子

か
ら
女
子
5353
名
、
男
子

名
、
男
子
6262
名
が
覇
を
競
っ

名
が
覇
を
競
っ

た
。
た
。

　

女
子
の
決
勝
は
、
大
会
７
連
覇
中
の
林

　

女
子
の
決
勝
は
、
大
会
７
連
覇
中
の
林

田
智
笑
（
大
阪
）
と
上
地
星
菜
（
沖
縄
）

田
智
笑
（
大
阪
）
と
上
地
星
菜
（
沖
縄
）

が
対
戦
。
試
合
は
林
田
が
コ
テ
を
決
め
て

が
対
戦
。
試
合
は
林
田
が
コ
テ
を
決
め
て

勝
利
。
大
会
８
連
覇
と
単
独
で
の
歴
代
最

勝
利
。
大
会
８
連
覇
と
単
独
で
の
歴
代
最

多
優
勝
記
録
を
樹
立
し
た
。

多
優
勝
記
録
を
樹
立
し
た
。

　

男
子
の
決
勝
は
７
連
覇
を
目
指
す
増
田

　

男
子
の
決
勝
は
７
連
覇
を
目
指
す
増
田

道
仁
（
兵
庫
）
と
入
江
晃
太
（
大
分
）
が

道
仁
（
兵
庫
）
と
入
江
晃
太
（
大
分
）
が

対
戦
。
試
合
は
延
長
戦
の
末
、
増
田
が
メ

対
戦
。
試
合
は
延
長
戦
の
末
、
増
田
が
メ

ン
を
捉
え
て
一
本
勝
ち
。
自
身
の
持
つ
連

ン
を
捉
え
て
一
本
勝
ち
。
自
身
の
持
つ
連

覇
記
録
を
更
新
、
８
度
目
の
優
勝
を
飾
っ

覇
記
録
を
更
新
、
８
度
目
の
優
勝
を
飾
っ

た
。
た
。

♢♢

■
決
勝

　

林
田
智
笑　
　

コ

　
　

コ
｜｜　
　
　

上
地
星
菜

　
　
　

上
地
星
菜

　

８
連
覇
に
王
手
を
か
け
た
林
田
と
上
地

　

８
連
覇
に
王
手
を
か
け
た
林
田
と
上
地

の
顔
合
わ
せ
。
試
合
序
盤
、
林
田
が
先
に

の
顔
合
わ
せ
。
試
合
序
盤
、
林
田
が
先
に

仕
掛
け
る
展
開
が
続
き
、
上
地
は
林
田
の

仕
掛
け
る
展
開
が
続
き
、
上
地
は
林
田
の

技
を
見
計
ら
っ
て
攻
め
て
い
く
。
試
合
中

技
を
見
計
ら
っ
て
攻
め
て
い
く
。
試
合
中

盤
、
両
者
メ
ン
や
ス
ネ
を
組
み
合
わ
せ
て

盤
、
両
者
メ
ン
や
ス
ネ
を
組
み
合
わ
せ
て

皇
后
盃

皇
后
盃

第第
7070
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

　
皇
后
盃
・
女
子

　
皇
后
盃
・
女
子
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攻
め
る
も
、
一
本
を
取
る
に
は
い
た
ら
な

攻
め
る
も
、
一
本
を
取
る
に
は
い
た
ら
な

い
。
む
か
え
た
試
合
終
盤
、
林
田
が
上
地

い
。
む
か
え
た
試
合
終
盤
、
林
田
が
上
地

の
意
表
を
突
き
、
一
気
に
踏
み
込
む
と
コ

の
意
表
を
突
き
、
一
気
に
踏
み
込
む
と
コ

テ
を
捉
え
て
一
本
を
決
め
る

テ
を
捉
え
て
一
本
を
決
め
る
（
写
真
）

（
写
真
）。。

残
り
時
間
が
少
な
い
な
か
追
い
つ
き
た
い

残
り
時
間
が
少
な
い
な
か
追
い
つ
き
た
い

上
地
で
あ
っ
た
が
、
反
撃
及
ば
ず
試
合
は

上
地
で
あ
っ
た
が
、
反
撃
及
ば
ず
試
合
は

終
了
。
林
田
が
８
連
覇
を
達
成
し
歴
代
最

終
了
。
林
田
が
８
連
覇
を
達
成
し
歴
代
最

多
優
勝
記
録
を
更
新
し
た
。

多
優
勝
記
録
を
更
新
し
た
。

■
３
位
決
定
戦

■
３
位
決
定
戦

　

佐
藤
あ
き
子　

判
―　
　

和
田
う
ら
ら

　

佐
藤
あ
き
子　

判
―　
　

和
田
う
ら
ら

　

第

　

第
5151
回
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る
佐
藤

回
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る
佐
藤

あ
き
子（
熊
本
）と
和
田
う
ら
ら（
東
京
）

あ
き
子（
熊
本
）と
和
田
う
ら
ら（
東
京
）

の
一
戦
。
佐
藤
が
序
盤
か
ら
積
極
的
に
前

の
一
戦
。
佐
藤
が
序
盤
か
ら
積
極
的
に
前

に
出
て
間
合
い
を
詰
め
な
が
ら
技
を
仕
掛

に
出
て
間
合
い
を
詰
め
な
が
ら
技
を
仕
掛

け
て
い
く
。
対
す
る
和
田
は
前
に
出
る
佐

け
て
い
く
。
対
す
る
和
田
は
前
に
出
る
佐

藤
か
ら
距
離
を
と
り
つ
つ
、
機
を

藤
か
ら
距
離
を
と
り
つ
つ
、
機
を
窺窺う
か
が

う
か
がう

。
う
。

両
者
仕
掛
け
る
も
決
定
打
は
生
ま
れ
ず
、

両
者
仕
掛
け
る
も
決
定
打
は
生
ま
れ
ず
、

試
合
終
了
。
判
定
で
佐
藤
が
３
位
入
賞
を

試
合
終
了
。
判
定
で
佐
藤
が
３
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

果
た
し
た
。

■
準
決
勝

①
林
田
智
笑　

メ
ス
―　
　

和
田
う
ら
ら

　

林
田
と
和
田
の
一
戦
は
、
林
田
が
立
て

続
け
に
メ
ン
と
ス
ネ
を
連
取
し
、
圧
巻
の

強
さ
で
勝
利
を
収
め
た
。

②
上
地
星
菜　
　

判
―　
　

佐
藤
あ
き
子

　

上
地
と
佐
藤
の
一
戦
は
、
互
い
に
一
本

が
出
ず
に
試
合
終
了
。
判
定
２
―
１
の
接

戦
を
上
地
が
制
し
た
。

林田智笑　　が　　圧巻の８連覇林田智笑　　が　　圧巻の８連覇（大阪）（大阪）
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◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
林
田
智
笑
五
段
（
大
阪
）

　
林
田
智
笑
五
段
（
大
阪
）

―
―
優
勝
し
た
今
の
気
持
ち

「
純
粋
に
嬉う
れ

し
い
気
持
ち
は
と
て
も
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
よ
り
も
一
本
の
正
確
さ
や

決
め
切
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

が
悔
し
い
で
す
」

―
―
決
勝
を
振
り
返
っ
て

「
最
初
の
１
分
く
ら
い
ま
で
は
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
試
合
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
か
ら
相
手
の
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
最
後
だ
っ
た
の
で
、
思
い

切
っ
て
い
こ
う
と
決
め
た
の
が
結
果
に
繋つ
な

が
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

―
―
優
勝
を
決
め
た
一
本
に
つ
い
て

「
コ
テ
は
得
意
技
で
も
あ
る
の
で
、
狙
っ

た
と
い
う
よ
り
は
、
自
然
に
体
が
動
い
て

打
っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
」

―
―
８
連
覇
を
果
た
し
た
気
持
ち

「
い
つ
も
選
手
権
大
会
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
大
阪
の
先
生
方
か
ら
『
１
回
目
だ

と
思
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
つ
も
り

で
行
っ
て
お
い
で
』
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
連
覇
自
体
は
あ
ま
り

意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

―
―
連
覇
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
つ
い
て

「
試
合
の
日
が
く
る
ま
で
は
ソ
ワ
ソ
ワ
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
試
合
当
日
は
割
り
切

っ
て
や
る
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
臨

ん
で
い
ま
す
」

―
―
普
段
の
稽
古
に
つ
い
て

「
普
段
は
高
校
の
教
員
と
し
て
、
生
徒
と
部

活
動
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。
選
手
権
大
会
の

１
、
２
カ
月
前
か
ら
夜
に
選
手
権
に
出
場
す

る
選
手
や
大
人
の
選
手
と
大
会
に
向
け
た

稽
古
を
し
ま
す
」

―
―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
床
を
蹴
っ
た
パ
ワ
ー
が
し
っ
か
り
切き
っ

先さ
き

に
伝
わ
る
よ
う
に
、
た
だ
『
当
た
る
』
打
突

で
は
な
く
、『
切
れ
る
』
打
突
を
目
指
し
て

稽
古
を
積
ん
で
い
き
ま
す
」

３位決定戦＝佐藤（左）がスネを狙う３位決定戦＝佐藤（左）がスネを狙う

準決勝①＝林田（右）がスネを決める準決勝①＝林田（右）がスネを決める

準決勝②＝上地（左）と佐藤が攻め合う準決勝②＝上地（左）と佐藤が攻め合う
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◯
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
２
位
＝
上
地
星
菜
四
段
（
沖
縄
）

「
優
勝
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
の
で
、

最
後
決
勝
で
一
本

取
ら
れ
て
負
け
た

こ
と
は
悔
し
い
で
す
。
た
だ
、
こ
の
大
会

の
た
め
に
先
生
方
や
先
輩
方
が
協
力
し
て

く
だ
さ
り
、
私
だ
け
の
稽
古
を
用
意
し
て

く
れ
た
な
か
で
、
２
位
と
い
う
結
果
で
返

せ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
相

手
の
出
方
を
み
て
落
ち
着
い
て
試
合
は
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
の
コ
テ
は
相
手

が
入
っ
て
き
て
い
た
の
に
気
づ
け
ず
、
浮

い
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
打
た
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
相
手
の
動
き
に
気
づ
け
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
実
力
の
差
を
感
じ
ま
し
た
」

▽
３
位
＝
佐
藤
あ
き
子
錬
士
（
熊
本
）

「
残
念
で
す
。
準

決
勝
で
疲
れ
が
出

て
し
ま
い
、
一
本

を
決
め
切
る
だ
け

の
体
力
が
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
の

初
戦
敗
退
か
ら
１
年
間
、
何
が
足
り
な
い

の
か
考
え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
き
た
ら
、
自
分
が
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
信
じ
て
や
る
し
か
な
い
と
い
う
気

持
ち
で
臨
み
ま
し
た
」

連
盟
創
立

連
盟
創
立
7070
周
年
を
祝
し
て
開
催

周
年
を
祝
し
て
開
催

特別功労者表彰
　

全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
創
立
70
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
令
和
７
年
12
月

６
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
行
わ
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
久
保
素
子
全
日
本
な
ぎ

な
た
連
盟
会
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、

協
力
団
体
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
、
全
日

本
な
ぎ
な
た
連
盟
表
彰
と
し
て
特
別
功

労
者
表
彰
、功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
久
保
会
長
の
ほ
か
、

三
宮
恵
利
子
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
副
会

長
、
片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が
挨
拶
。
ま
た
、
橋
本

聖
子
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長

が
祝
賀
会
の
途
中
で
来
場
し
、
お
祝
い

の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

日
本
武
道
協
議
会
事
務
局
の
篠
嵜
浩

之
氏
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
祝
杯
を
あ

げ
、
連
盟
創
立
70
周
年
を
盛
大
に
祝
う

と
と
も
に
、
な
ぎ
な
た
の
歴
史
が
こ
れ

か
ら
も
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し

た
。

公
益
財
団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
創
立

公
益
財
団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
創
立
7070
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

【
大
会
結
果
】

▽
優　

勝
＝
林
田
智
笑
（
大
阪
）

▽
第
２
位
＝
上
地
星
菜
（
沖
縄
）

▽
第
３
位
＝
佐
藤
あ
き
子
（
熊
本
）

皇后盃を受け取る林田（左）皇后盃を受け取る林田（左）
公開演武「全日本なぎなたの形」公開演武「全日本なぎなたの形」
仕：吉井美惠子（左）・打：中村ゆり子仕：吉井美惠子（左）・打：中村ゆり子



1922026．1　月刊「武道」

ニュース　全日本なぎなた選手権大会・全日本男子なぎなた選手権大会

■
決
勝

■
決
勝

　

増
田
道
仁　
　

メ
―　
　
　

入
江
晃
太

　

増
田
道
仁　
　

メ
―　
　
　

入
江
晃
太

　

大
会
６
連
覇
中
の
増
田
と
入
江
の
対

　

大
会
６
連
覇
中
の
増
田
と
入
江
の
対

戦
。
開
始
か
ら
入
江
が
前
に
出
て
技
を
仕

戦
。
開
始
か
ら
入
江
が
前
に
出
て
技
を
仕

掛
け
る
。
増
田
は
冷
静
に
距
離
を
は
か
り

掛
け
る
。
増
田
は
冷
静
に
距
離
を
は
か
り

な
が
ら
、
入
江
の
技
を
見
極
め
る
。
中
盤

な
が
ら
、
入
江
の
技
を
見
極
め
る
。
中
盤

か
ら
は
メ
ン
が
交
錯
す
る
な
ど
、
両
者
積

か
ら
は
メ
ン
が
交
錯
す
る
な
ど
、
両
者
積

極
的
に
攻
め
る
も
、
決
め
手
に
欠
け
る
。

極
的
に
攻
め
る
も
、
決
め
手
に
欠
け
る
。

結
局
本
戦
で
勝
敗
は
決
ま
ら
ず
、
試
合
は

結
局
本
戦
で
勝
敗
は
決
ま
ら
ず
、
試
合
は

延
長
戦
へ
。
延
長
戦
１
分

延
長
戦
へ
。
延
長
戦
１
分
2020
秒
が
経
過
し

秒
が
経
過
し

た
こ
ろ
、
増
田
が
フ
ェ
イ
ン
ト
か
ら
の
メ

た
こ
ろ
、
増
田
が
フ
ェ
イ
ン
ト
か
ら
の
メ

ン
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
７
連
覇
を
果
た

ン
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
７
連
覇
を
果
た

し
た
。

し
た
。

■
３
位
決
定
戦

　

増
田
良
明　
　

メ
―　
　

女
ヶ
澤
綜
磨

　

増
田
道
仁
の
父
・
増
田
良
明
（
兵
庫
）

と
女
ヶ
澤
綜
磨
（
岩
手
）
の
顔
合
わ
せ
。

開
始
１
分
、
増
田
が
女
ヶ
澤
の
メ
ン
を
捉

え
て
一
本
を
先
取
す
る
。
そ
の
後
も
守
り

に
入
ら
ず
、
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
攻
め

る
増
田
。
追
い
つ
き
た
い
女
ヶ
澤
も
攻
め

の
姿
勢
を
見
せ
る
も
、
一
本
を
取
れ
ず
試

合
終
了
。
増
田
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
、

連
盟
創
立
70
周
年
の
記
念
大
会
に
親
子
で

表
彰
台
に
上
が
っ
た
。

■
準
決
勝

①
増
田
道
仁　
　

判
―　
　

女
ヶ
澤
綜
磨

　

増
田
と
女
ヶ
澤
の
一
戦
は
、
両
者
一
本

を
取
れ
な
い
ま
ま
、
試
合
は
終
了
。
判
定

で
増
田
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

②
入
江
晃
太　

コ
メ
―　
　
　

増
田
良
明

　

入
江
と
増
田
の
一
戦
は
、
入
江
が
コ
テ

で
一
本
を
先
取
す
る
と
、
そ
の
後
も
攻
め

続
け
、
２
本
目
と
な
る
メ
ン
を
決
め
て
勝

利
を
収
め
た
。

３位決定戦＝増田良明（左）がメンを決める３位決定戦＝増田良明（左）がメンを決める

決勝・延長戦＝増田道仁（右）がメンを決める決勝・延長戦＝増田道仁（右）がメンを決める

　第 25回全日本男子なぎなた選手権大会　第 25回全日本男子なぎなた選手権大会

増田道仁（兵庫）が７連覇を達成増田道仁（兵庫）が７連覇を達成

　
　
　
男
　
子

　
　
　
男
　
子
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◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
増
田
道
仁
四
段
（
兵
庫
）

　
増
田
道
仁
四
段
（
兵
庫
）

―
―
優
勝
し
た
今
の
気
持
ち

「
内
容
的
に
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
で

す
が
、
若
い
選
手
が
積
極
的
な
試
合
を
し

て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に

臨
み
ま
し
た
」

―
―
決
勝
を
振
り
返
っ
て

「
入
江
選
手
は
決
勝
ま
で
の
全
て
の
試
合

で
一
本
を
決
め
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
て
気

合
も
入
っ
て
い
た
の
で
、
勢
い
に
負
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
」

―
―
優
勝
を
決
め
た
一
本
に
つ
い
て

「
自
分
と
し
て
は
あ
ま
り
納
得
し
て
い
な

い
一
本
で
し
た
が
、
気
持
ち
が
入
っ
て
い

た
の
で
、
一
本
を
取
っ
て
い
た
だ
け
た
か

な
と
思
い
ま
す
」

―
―
７
連
覇
を
果
た
し
た
気
持
ち

「
今
日
た
ま
た
ま
僕
の
日
だ
っ
た
と
い
う

の
が
続
い
て
い
る
だ
け
だ
と
考
え
て
い
る

の
で
、
連
覇
を
し
た
こ
と
よ
り
は
、
来
年

も
男
子
の
な
ぎ
な
た
を
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で

す
」

―
―
大
会
一
日
を
振
り
返
っ
て

「
試
合
前
か
ら
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
整
っ

て
い
な
い
面
が
あ
り
、
い
つ
も
通
り
の
試

合
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
相
手
を
よ
く
見
て
試
合
に
臨
み
ま
し

た
」

―
―
普
段
の
稽
古
に
つ
い
て

「
基
本
は
父
と
二
人
で
稽
古
し
て
い
ま

す
。
社
会
人
に
な
っ
て
学
生
の
時
ほ
ど
、
稽

古
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
試

合
を
想
定
し
た
稽
古
な
ど
を
心
掛
け
て
い

ま
す
」

―
―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
誰
が
見
て
も
目
標
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
選
手
に
な
り
た
い
で
す
し
、
子
ど
も
た

ち
に
な
ぎ
な
た
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
な
指
導
者
に
な
り
た
い
で
す
」

◯
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
２
位
＝
入
江
晃
太
三
段
（
大
分
）

「
決
勝
に
進
め
た

こ
と
は
自
分
を
褒

め
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
決
勝
は
終
始
押
さ
れ
て
い
て
、
ど

こ
か
で
一
本
を
出
し
た
か
っ
た
で
す
が
、

考
え
て
い
る
う
ち
に
視
野
が
狭
く
な
り
、

逆
に
一
本
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。
凌し
の

ぐ
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
増
田
選

手
の
壁
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

▽
３
位
＝
増
田
良
明
五
段
（
兵
庫
）

「
ま
さ
か
入
賞
す

る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、

驚
い
て
い
ま
す
。

息
子
（
道
仁
選
手
）
と
の
稽
古
が
体
力
的

に
し
ん
ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

入
賞
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

♢

　

連
日
の
大
会
で
は
、
増
田
良
明
・
道
仁

親
子
を
は
じ
め
、井
上
敏
克
・
由
里
葵
（
群

馬
）、
枡
本
明
理
（
新
潟
）・
新
（
大
阪
体

育
大
）
ら
が
記
念
大
会
に
親
子
で
出
場
。

生
涯
武
道
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
で
な
ぎ
な
た
が
次
世
代
に
「
継

承
」
さ
れ
て
い
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
優　

勝
＝
増
田
道
仁
（
兵
庫
）

▽
第
２
位
＝
入
江
晃
太
（
大
分
）

▽
第
３
位
＝
増
田
良
明
（
兵
庫
）

全試合終了後、男子選手権出場選手による公開演技が行われた（６日）全試合終了後、男子選手権出場選手による公開演技が行われた（６日）

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　日本古武道振興会創立90周年記念演武大会

　

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
な
ら
び
に

　

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
な
ら
び
に

日
本
古
武
道
協
会
の
ご
後
援
を
賜
り
、
２

日
本
古
武
道
協
会
の
ご
後
援
を
賜
り
、
２

０
２
５
年

０
２
５
年
1111
月
３
日
、
雲
一
つ
な
い
快
晴

月
３
日
、
雲
一
つ
な
い
快
晴

の
も
と
、
明
治
神
宮
西
参
道
芝
地
に
お
い

の
も
と
、
明
治
神
宮
西
参
道
芝
地
に
お
い

て
「
日
本
古
武
道
振
興
会
創
立

て
「
日
本
古
武
道
振
興
会
創
立
9090
周
年
記

周
年
記

念
演
武
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

念
演
武
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は

　

本
大
会
に
は
6969
流
派
・

流
派
・
424424
名
が
参
加

名
が
参
加

し
、
多
く
の
参
道
観
客
に
見
守
ら
れ
る

し
、
多
く
の
参
道
観
客
に
見
守
ら
れ
る

中
、
創
立

中
、
創
立
9090
周
年
の
節
目
を
飾
る
に
ふ
さ

周
年
の
節
目
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
、
過
去
最
大
規
模
で
の
開
催
と
な

わ
し
い
、
過
去
最
大
規
模
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

日
本
古
武
道
振
興
会
は
昭
和

　

日
本
古
武
道
振
興
会
は
昭
和
1010
年
、
当

年
、
当

時
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
松
本
学
先
生
の

時
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
松
本
学
先
生
の

ご
提
唱
に
よ
り
、
日
本
武
術
の
興
隆
を
図

ご
提
唱
に
よ
り
、
日
本
武
術
の
興
隆
を
図

り
、
文
武
両
道
・
質
実
剛
健
の
精
神
を
備

り
、
文
武
両
道
・
質
実
剛
健
の
精
神
を
備

え
た
青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
各

え
た
青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
各
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の
有
識
者
お
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び
古
武
道
諸
流
派
の
代

界
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流
派
・
約
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の
会
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を
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、
浅
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、
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国
神
社
、
下

の
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を
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治
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納
日
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古
武
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振
興
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立
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記
念
演
武
大
会
が
昨

年
11
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３
日
、
明
治
神
宮
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
で
あ
る
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本
古
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振
興
会
の
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目
の
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催
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れ
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に
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、
過
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最
多
の
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武
道
69
流
派

が
参
加
し
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。
ま
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大
会
終
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後
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治
神
宮
外
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の
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角
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あ
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治
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催
さ
れ
た
。

過
去
最
多
の

過
去
最
多
の
6969
流
派
が
演
武
を
披
露

流
派
が
演
武
を
披
露

令
和
７
年
度
明
治
神
宮
奉
納

日
本
古
武
道
振
興
会
創
立
90
周
年
記
念
演
武
大
会

真蔭流柔術真蔭流柔術

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年

は
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
い

は
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
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に
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に
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７
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れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
流
派

の
特
色
を
凝
縮
し
た
演
武
が
披
露
さ
れ
ま

の
特
色
を
凝
縮
し
た
演
武
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
観
客
に
は
多
く
の
外
国
人
の
姿
も

し
た
。
観
客
に
は
多
く
の
外
国
人
の
姿
も

見
ら
れ
、「

見
ら
れ
、「G

reat Samurai!
G

reat Samurai!
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」
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に
よ
る
「
流
儀
解
説
書
」
を
作
成
し
ま
し

に
よ
る
「
流
儀
解
説
書
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
た
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変
化
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著
し
い
現
代
社
会
に
あ
っ
て

　

変
化
の
著
し
い
現
代
社
会
に
あ
っ
て

も
、
日
本
古
武
道
が
有
す
る
精
神
性
と
美

も
、
日
本
古
武
道
が
有
す
る
精
神
性
と
美

徳
を
次
代
へ
確
実
に
継
承
し
、
よ
り
多
く

徳
を
次
代
へ
確
実
に
継
承
し
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
共
感
を
得
ら
れ
る
形
で
普
及
さ

の
方
々
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共
感
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得
ら
れ
る
形
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普
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て
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と
が
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ま
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本
創

使
命
で
あ
る
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て
お
り
ま
す
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本
創
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周
年
事
業
が
そ
の
一
助
と
な
り
、
未

周
年
事
業
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そ
の
一
助
と
な
り
、
未

来
を
担
う
人
々
に
と
っ
て
武
道
精
神
へ
の

来
を
担
う
人
々
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と
っ
て
武
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神
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新
た
な
気
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き
と
な
れ
ば
幸
甚
に
存
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ま

新
た
な
気
づ
き
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な
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま

す
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す
。

（
日
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武
道
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興
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90
周
年
事
業

実
行
委
員
長　

近
藤
昌
之
氏
）
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	194-195　ニュース-日本古武道振興会.pdf

